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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は，1980 年代半ば以降顕著に観察されるようになったドイツにおける「記憶文化」
と呼ばれる事象を，単に現象を追って確認するだけでなく，より広い射程から考察することを
目指したものである。本研究期間内の三年間においては，第一に，「記憶」を論ずるにあたり前
提となる考察を行ない，個人の記憶と集合的記憶，「死者の記憶」といった論点を整理した。ま
た第二に，両大戦間期の思想・文化状況を第一次世界大戦の「戦後」と捉え，第二次世界大戦
の「戦後」と併行して論じてゆく糸口を探った。また第三に，研究の前提となる資料を系統的
に収集した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research aims at considering the "memory culture" in contemporary Germany, which 
came to appear notably after the middle of the 1980s, from a larger range. In the first place 
within this research period, consideration which will be the requisite in discussing 
"memory" was performed, and points of argument, such as an individual's memory, 
collective memory and "memory of the dead", were arranged.  To the second, the thought 
and the cultural situation in the 1920’s-30’s years were realized to be the "postwar period" 
of World War I, and a clue discussed in parallel to the "postwar period" of World War II was 
explored. Moreover, the data which will be the requisite for research were collected 
systematically. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究代表者は，過去 20 年ばかり，世界
の冷戦体制崩壊の崩壊前後，ドイツ史に即し
た言い方をすれば，「東ドイツ」国家が崩壊
して「統一ドイツ」が成立して以降のドイツ
文学の動向を，同時代的・同時並行的に追っ
てきた。その過程で，ドイツが国家・政治機
構のうえでは「再統一」された 1990 年代以
降，さらに旧西ドイツにおいてはそれを遡る
1980 年代半ばより，「記憶文化」と呼ばれる
現象が顕著に出現しており，それが文学を含
む文化活動に影響を与えると同時にまた，諸
文化活動によって支えられる、というかたち
で，緊密に連関している，この事実を，文学・
文化研究者という立場からいかに位置づけ，
そして評価するべきであるか，という問いに
行き着いた。これが本研究を開始する際の第
一の動機である。 
 第二の動機としては，本研究代表者は，か
ねてよりヴァルター・ベンヤミンの思想を研
究しており，とりわけ晩年期における彼の
「歴史認識」を巡る議論についてこれまで考
察を重ねてきているが，その延長上で，「歴
史認識」を「記憶」という論点と関連づけた
うえで，これについてより詳細に理論的に検
討する必要性を感じた，という点が挙げられ
る。そしてさらに，ベンヤミンの「死者の救
済」という企てが，1980 年代半ば以降の「記
憶文化」と外在的及び内在的につながってい
る様相を精密に確認してゆくことの重要性
も，そこに加わる。 
 このふたつの問題意識を総合的に扱うか
たちで，ドイツ同時代文学・文化の現象面を
「記憶」という観点から特徴づけ分析してゆ
くとともに，それをより原理的，理論的に裏
づける作業を同時に進めるべく，本研究課題
が構想された。 
 また先行研究としては，ドイツ語圏では主
として 1990 年頃より，ドイツ社会の「負の
過去」との係わりを，「集合的記憶」概念を
もとに，「文化的記憶」あるいは「コミュニ
ケーション的記憶」といった概念によって積
極的に捉えようとする試みが重ねられてい
る。またフランスでは，1980 年代より「記
憶の場」というかたちで「集合的記憶」のあ
り方についての研究が進められている。本研
究のある側面も，それらの潮流からいくつか
の示唆を得ている。 
 
 
 

２．研究の目的 
 本研究は，3 年間という研究期間で計画さ
れていた今回の研究課題の枠にとどまらな
い，より長期的な視野のもとに構想されてい
る。そのおおきな骨子は以下のようなものと
なる。 
 第一に，「記憶」一般をめぐる議論を，本
研究遂行との関連で——とはすなわち，主と
して文化研究的な観点から——整理をして
再定義を試み，現在進行中の文化現象に対す
る分析概念として適用可能なものにするべ
く努める。 
 第二に，1980 年代半ばから現在にまでつ
づいているドイツにおける「記憶文化」と呼
びうる現象が，どのように成立してきたかを，
歴史的に追い，客観的に跡づける。これによ
って同時に，ドイツの「戦後」という枠をよ
り明快に位置づけることがもくろみられて
いる。 
 第三に，そのような経緯において，政策面
ばかりでなく，文学作品をはじめとする諸文
化領域がそこにどのようなかたちで関与し
ていったかを，具体例を個別に扱って確認し
てゆく。 
 第四に，「記憶文化」がことさらに強調さ
れるようになるのは 1980 年代半ば以降に顕
著な動向ではあるものの，しかしこれはそれ
まで積み重ねられてきた，第二次世界大戦後
のいわゆる「過去の克服」の諸議論のなかで
の「歴史認識」「記憶」をめぐるさまざまな
考察の延長上に置いて考えることができる。
そこで，これがどのようなかたちで展開され
ていったのか，その経緯をより具体的に確認
してゆく。 
 第五に，さらにそれを踏まえつつ，1930
年代にドイツではヴァルター・ベンヤミンが
「過去の救済」をはかる「歴史認識」という
かたちで，またフランスでは社会学者のモー
リス・アルヴァクスが「集合的記憶」論とし
て，構想していた議論を，「第一次世界大戦」
の「戦後状況」という，多数の「死者」たち
と直面せざるをえない背景にあったからこ
そ成立しえたものである，という仮説の検証
を進める。そしてそれを，「第二次世界大戦」
の「戦後状況」と対比考察し，後者における
文学と思想の未完の可能性を見いだしてゆ
く。 
 以上のようになる。 
 
 
 



３．研究の方法 
 研究は，第一に，課題と関連する文化諸現
象を観察して検討してゆくことと，第二に，
理論的・原理的な考察，というふたつの面で
進められた。 
 
（１）文学作品・文化現象の観察 
①本研究代表者の本来の領域である，ドイツ
文学研究において，まずは西暦 1990 年以降，
とりわけ 2010 年前後のドイツ文学作品にお
いて，「回想」「想起」といった観点が中心と
なっているものを極力網羅的に読み進めて
いった。また，それらがどのように受容され，
いかなる議論を生んでいったかについて見
きわめるための二次文献に関しても，研究
書・研究論文や書評にとどめず，広範な雑
誌・新聞記事などをも含めて，系統的に収集
していった。 
 また，同時代文学を分析する前提として，
第二次世界大戦後の「戦後文学」を，「回想」
「想起」といった観点を導入することによっ
て再検討してゆく作業を進めた。こちらにつ
いては，何人かの代表的な文学者の作品に即
して，併行的なかたちでの考察が為されてい
る。 
②文学研究と並んで，まだ萌芽的段階ではあ
るが，「記念碑」等に象徴される空間表象に
おいて「記憶」の問題を扱う研究の端緒をつ
けた。ドイツにおいては，とりわけ 19 世紀
以降の「ナショナリズム形成」を探求するう
えで「記念碑研究」の分野については膨大な
量の研究蓄積があるが，本研究ではそれらを
踏まえつつ，20 世紀末から 21 世紀初頭にか
けてという時代に制約されて現われた，その
特殊形態である「警告記念碑」に焦点を絞り，
そのいくつかをめぐって交わされた議論に
ついての資料を収集した。ただこれも網羅的
に見渡すのはほぼ不可能なほど広範にわた
るため，とりあえずはそれがとくに集中して
観察できるベルリンという都市に限定して
進められている。 
 
（２）理論的研究 
 「記憶」の理論をめぐっては，脳神経学な
どまで含めて，さまざまな分野で幅広い研究
が多々行なわれてきており，そのすべてを含
むかたちで理論形成することはほぼ不可能
に近い。本研究では，自然科学分野における
記憶研究なども極力参照しつつ，まずもって
は文化領域で問題となる「集合的記憶」に限
定したかたちで考察を進めている。ただこれ
は，既成の理論を文学テクスト理解に適用す
る，といった方法を採るのではなく，文学テ
クストを主とした文化領域に現われている
現象を理論的に抽象化したならどのように
整理できるか，といった関心によるものにな
る。 

 そしてそれを遂行するために，本研究期間
のあいだでは，本研究にとっての先行研究と
なりうる二人の思想家の考察に限定した検
討が行われた。 
①本研究代表者は，30 年来ドイツの批評家ヴ
ァルター・ベンヤミンの思想と取り組んでい
るが，本研究課題も，その流れのなかで一定
の方向性を得ている。ベンヤミンは，叙事形
式の考察，都市における幼年時代についての
記憶の記述，そして近代ヨーロッパ文化批判，
といった諸点を突き詰めてゆくなかでいわ
ゆる「パサージュ論」を計画し，その晩年に
はこの計画の「認識批判的序説」として著さ
れた「歴史の概念について」というテクスト
で彼独自の歴史構想が明らかにされていた。 
 本研究の枠内では，ベンヤミンの「歴史の
概念について」を「集合的記憶」という，彼
自身とくに積極的に主張していたわけでは
ない観点から再検討・再構成するとともに，
2010 年に刊行された新全集に収録された本
テクストの異稿・準備稿類を改めて綿密に探
査することで，それを補足することを目指し
た。 
②「集合的記憶」という概念はそもそも，フ
ランスの社会学者モーリス・アルヴァクスが
積極的に唱えはじめたものである。本研究で
は，彼がどのような理論形成をしたかをまず
は確認しつつも，社会学史的な立場からでは
なく，この思想が出てきたのが 1920-30 年代
の「両大戦間期」，というよりもむしろ「第
一次世界大戦」の「戦後」だった点に着目し，
「戦後の思想」としてアルヴァクスを捉える
視座を検討していった。それは「死者の記憶」
をいかに形成するか，という点に収斂するも
のであって，そのかぎりで，ベンヤミンの歴
史構想とも通底しているのではないか，この
仮説に向けて，アルヴァクスの理論の再検討
が為された。 
 
 
 
４．研究成果 
（１）文学作品・文化現象の観察 
①戦後文学研究の一環として，イルゼ・アイ
ヒンガーの散文作品を扱い，その作品におい
て「記憶」がいかに捉えられ，そしてそれが
作品内でどのように働いているかを検討し，
「物語」化されないままに「記憶」の断面が
露出するアイヒンガーの作品の特性を明ら
かにした。（論文⑨及び学会発表①） 
 また，「思い出す」ことを中心モティーフ
としたベルトルト・ブレヒトの詩「後から生
まれる者たちに」を中心素材として，ドイツ
戦後社会において要請される「追想」すると
いう行為が，文学にとって重要であると受け
止められたにとどまらず，それがいわば「社
会規範」として流通してゆく様相を確認した。



（論文④） 
 さらに，同時代文学に関しては，目下のと
ころは作品紹介という表層的段階にとどま
っている。（論文⑤，及び③⑧） 
②「警告記念碑」をめぐっては，諸資料を検
討している段階であり，その成果は研究会に
おいて中間発表を行なっているが，まだ論文
としてまとめるだけの状態にまでは達して
いない。ただ部分的には，「都市の記憶」を
検討するなかでその成果は活かされている。
（論文⑥） 
 
（２）理論的研究 
①ベンヤミンの「歴史の概念について」をそ
の準備稿，異稿を中心に読解する作業はすで
に一通り終えており，通常読まれるテクスト
からは見えてこない側面を主として扱った
論文としている。（未発表）またそのための
基礎となるベンヤミンの理論的枠組みを問
い返す作業の成果として，「都市の記憶」を
めぐって「記憶」のあり方を位置づける試み
をした。（論文⑥） 
 アルヴァクスを「戦後思想」と捉え返す作
業は，いまだ継続中であり，論文としてまと
める状態ではない。 
 ただ，ベンヤミン，アルヴァクスらの「両
大戦間期」における「戦後思想」での「記憶」
という論点を検討するなかから出された，
「死者の記憶」という観点を，日本における
「戦後意識」の変貌に即するかたちで素描的
に記述した。（論文①） 
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